
NMIJ流量計測クラブ 第20回 全体会合

2025年11⽉7⽇（⾦）13:00〜15:00
Web開催（Microsoft Teams）及び産総研 つくば中央第3
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13:00-13:10 開会の挨拶 嶋⽥ 隆司

13:10-13:25 「半導体製造ガス流量ワーキンググループ」活動報告 森岡 敏博

13:25-13:50 研究トピックス紹介
「低温流体における流量計測技術の開発と課題」 ⽵川 尚希

13:50-14:15 研究トピックス紹介
「液体微⼩流量校正のための⼩型デバイスの開発」 加賀⾒ 俊介

14:15-14:30 FLOMEKO2026紹介 古市 紀之

14:30-14:45 流量・流速関連の国際協⼒と国際相互承認のための活動報告
（国際計量研究連絡委員会流量標準分科会） 嶋⽥ 隆司

14:45-14:50 意⾒交換・閉会の挨拶 嶋⽥ 隆司

次第



事務局からのお願い
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事務局からのお願い

講演中は、マイク・カメラを事務局側で
OFFにさせていただきます。

OFF
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事務局からのお願い

質問は「会議チャット」からメッセージを⼊
⼒してください。後ほど、司会者が代読また
は質問された⽅を指名させていただきます。
司会者から指名された⽅は、マイクをON
にしてから、お話ください。
※発表中に⼊⼒していただいても問題ありません。

①会話の表⽰を
クリック

②テキストボックスに
メッセージを⼊⼒。
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事務局からのお願い

①会議コントロールを
クリック

②⼿を上げるを
クリック

質疑応答・意⾒交換でご発⾔をする際には、まず会議コントロールから
「⼿を上げる」ボタンをクリックしてください。
後ほど、司会者から指名させていただきます。指名された⽅は、マイク
をONにしてから、お話ください。

ブラウザからTeamsに接続される場合、「⼿を上げる」ボタンが表⽰されます。
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事務局からのお願い

本⽇の資料
流量計測クラブのHPからダウンロードをお願いします。

https://unit.aist.go.jp/riem/club/flowm/flowm.html



NMIJ流量計測クラブ 第20回 全体会合
ご挨拶とご紹介

嶋⽥隆司 / SHIMADA Takashi
国⽴研究開発法⼈ 産業技術総合研究所 計量標準総合センター ⼯学計測標準研究部⾨ 副研究部⾨⻑
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流量計測クラブ

 流量・流速の計量標準および計測技術に関連した情報交換と技術の共有を⽬的として活動
 第1回 2007年2⽉16⽇ 〜 第20回 2025年11⽉7⽇
 17年間に20回の講演会/⾒学会を実施

会員制WG
次世代エネルギーのための流量計測ワーキンググループ

主査：古市 紀之

半導体製造ガス流量ワーキンググループ
主査：森岡 敏博



産総研の動向
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MISSION

社会課題の解決と
我が国の産業競争⼒強化

産総研のミッション
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エネルギー・
環境・資源制約への対応

⼈⼝減少・⾼齢化
社会への対応

レジリエントな
社会の実現

産総研が取り組む社会課題
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組織図

エネルギー・環境領域

⽣命⼯学領域

情報・⼈間⼯学領域

材料・化学領域

エレクトロニクス・製造領域

地質調査総合センター

計量標準総合センター

量⼦・AI融合技術ビジネス開発
グローバル研究センター

地域拠点

企画部

社会実装
推進責任者

研究開発責任者 運営統括責任者
監査室

最⾼執⾏責任者

評価部

経営企画本部

研究環境整備本部

株式会社
AIST Solutions 企画部

技術インテリジェンス部

エンジニアリング部

地域部

国際部

知財・標準化推進部

７実装研究センター

企画部

DEI⼈事部

情報セキュリティ部

安全管理部

ベネフィット推進部

ファシリティマネジメント部

研究⽀援部

研究資⾦契約部

調達部

ブランディング・広報部

イノベーション⼈材部

研究戦略本部

財務部

2025.7.1現在

100%出資

情報インフラ部

研究インテグリティ・
コンプライアンス推進部
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研究推進の体制（1/2）

先進パワーエレクトロニクス
研究センター

先端半導体研究センター
光電融合研究センター
エレクトロニクス基盤技術研究部⾨
製造基盤技術研究部⾨

センシング技術研究部⾨
ハイブリッド機能集積研究部⾨

環境創⽣研究部⾨
省エネルギー技術研究部⾨
電池技術研究部⾨

触媒化学研究部⾨
ナノカーボン材料研究部⾨
マルチマテリアル研究部⾨

マテリアルDX研究センター
化学プロセス研究部⾨
機能化学研究部⾨
材料基盤研究部⾨

地質情報研究部⾨
地質情報基盤センター

計量標準総合センター

材料・化学領域

地質調査総合センター
活断層・⽕⼭研究部⾨
地圏資源環境研究部⾨

2025.04.01 現在

分析計測標準研究部⾨
計量標準普及センター

⼯学計測標準研究部⾨
物理計測標準研究部⾨
物質計測標準研究部⾨

エレクトロニクス・製造領域

量⼦・AI融合技術ビジネス開発
グローバル研究センター（G-QuAT）

⼈⼯知能研究センター
インテリジェントシステム研究部⾨
インテリジェントプラットフォーム研究部⾨
サイバーフィジカルセキュリティ研究部⾨

情報・⼈間⼯学領域
⼈間社会拡張研究部⾨
⼈間情報インタラクション研究部⾨

⽣命⼯学領域
バイオものづくり研究センター
健康医⼯学研究部⾨

細胞分⼦⼯学研究部⾨
モレキュラーバイオシステム研究部⾨

再⽣可能エネルギー研究センター
ゼロエミッション国際共同研究センター
安全科学研究部⾨
エネルギープロセス研究部⾨

エネルギー・環境領域

実装研究センター
CCUS実装研究センター
サーキュラーテクノロジー実装研究センター
ネイチャーポジティブ技術実装研究センター
次世代ものづくり実装研究センター

ウェルビーイング実装研究センター
セルフケア実装研究センター
レジリエントインフラ実装研究センター
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研究推進の体制（2/2）

 産総研が取り組むべき３つの社会課題からバックキャストし、
解決に必要な技術要素で整理

 研究課題を厳選し、７つの実装研究センターを創設。
融合研究を強化し、社会実装を実現

社会課題

 CCUS実装研究センター
 サーキュラーテクノロジー実装研究センター

 ネイチャーポジティブ技術実装研究センター

 次世代ものづくり実装研究センター
 ウェルビーイング実装研究センター

 セルフケア実装研究センター

 レジリエントインフラ実装研究センター

実装研究センター

実装研究センター

エネルギー・環境・
資源制約への対応

⼈⼝減少・
⾼齢化社会への対応

レジリエントな社会の実現
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７つのソリューション領域
「社会課題解決」と「産業競争⼒強化」を可能にする

社会実装加速のため2023年4⽉、産総研の100％出資により
株式会社AIST Solutions（AISol）を設⽴

AI・
半導体

マテリアル
DX

デジタル
プラット
フォーム

エナジー
ソリューション

サーキュラー
エコノミー

バイオ
テクノロジ

ウェル
ビーイング

 企業と産総研をつなぎ、マーケティングにより新たな事業価値創出に貢献する
産総研の技術資産・知的財産・ファシリティの活⽤を提案
産総研の技術をベースにしたスタートアップ創出や成⻑⽀援

 産総研とそのパートナーが蓄積してきた研究成果を、早く確実に社会に実装していく

社会実装の加速化


